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第１章 モバイル端末の生活・学習利用調査用紙 

モバイル端末の生活・学習利用調査のための調査用紙を以下に示す． 

 

 

 

モバイル端末の生活・学習利用調査 
 
 

この調査は、皆さんが利用しているスマートフォンなどの携帯電話を生活や学
習でどのように利用されているかを調べるものです。授業成績には関係ありませ
ん。 

また、調査データ及びその分析結果は、委員会での議論や学会等における発表
など「教育の情報化」の推進・提言活動に利用させてもらいます。ご協力よろし
くお願いします。 
 
 
1. 所属や性別，携帯電話の利用時間等を教えて下さい。 
 
所    属：（      ）学部（              ）コース・選修 
学籍番号： 
学    年：（   ）年 
性    別： 男 ・ 女  ※ 当てはまる方に○をつけて下さい。  
 
 
【携帯電話の有無】 
Q1: 携帯電話の有無について、当てはまる項目を下記から選択して○をつけて下さい。 
 
（    ） ガラケー（スマートフォンではない普通の携帯電話）を利用している。 
（    ） スマートフォンを利用している。 
（    ） 携帯電話を持っていない。 
 
【携帯電話の利用時間】 
Q2: 携帯電話を 1日平均してどのくらいの時間利用していますか。 
    最も当てはまる項目を下記から選択して○をつけて下さい。 
 
（    ） 10分未満（ほとんど利用していない）。 
（    ） 10分以上 30分未満 
（    ） 30分以上 1時間未満 
（    ） 1時間以上 2時間未満 
（    ） 2時間以上 3時間未満 
（    ） 3時間以上 4時間未満 
（    ） 4時間以上 6時間未満 
（    ） 6時間以上 8時間未満 
（    ） 8時間以上 10時間未満 
（    ） 10時間以上 
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２．次の質問に自由に回答して下さい。 
 
【生徒・学生のコミュニケーションの嗜好性】 
Q3: 平均して１日のなかで、次に示す「他者と会話をする方法」を利用して会話する回数

が多い順にアルファベットで記入して下さい。なお、普段おこなっていない方法は
順番にいれる必要はありません。 

 
一番多い方法 （    ）→（    ）→（     ）→（     ）→（      ）一番少な
い方法 
 
A: 対面で他者と会話する 
B: 電話で他者と会話する 
C: メールを利用して他者と会話する 
D: LINEを利用して他者と会話する 
E: Facebookを利用して他者と会話する 
F:その他 [                         ]ツールを利用して他者と会話する。  
※ [   ]内にツール名を記入して下さい。 

 
【生徒・学生の調べる方法の嗜好性】 
Q4: 英単語や言葉の意味が分からないとき、どのような方法で意味を調べるのが一番多

いですか？当てはまる項目を下記から選択して○をつけて下さい。 
 
（    ）本の辞書を使って調べる 
（    ）電子辞書を使って調べる 
（    ）携帯電話を使って調べる 
（    ）スマートフォンを使って調べる 
（    ）タブレットを使って調べる 
（    ）デスクトップパソコンやノートパソコンを使って調べる 
 
【生徒・学生の情報収集方法の嗜好性】 
Q5: 日常生活のなかで、あなたが何らかの問題解決をする時に情報を収集する作

業を行うと思いますが、問題解決の時に平均して下記に示す情報源を多く利
用する順番に番号をつけて下さい。なお、普段おこなっていない方法は順番に
いれる必要はありません。 

 
（    ）家族や友人など人に直接聞いて情報収集する。 
（    ）新聞やフリーペーパーから情報収集する。 
（    ）本や雑誌から情報収集する。 
（    ）携帯電話を使ってWebサイトから情報収集する。 
（    ）スマートフォンを使ってWebサイトから情報収集する。 
（    ）タブレットを使ってWebサイトから情報収集する。 
（    ）デスクトップパソコンやノートパソコンを使ってWebサイトから情報収集する。 
（     ） そ の 他

（                                             ） 
※ その他の情報収集のための情報源があれば（  ）内に記入して順序付けして下さ
い。 
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【生徒・学生の情報収集時の利用意識】 
Q6: あなたが写真や動画、資料、Webページや URL、(あなた自身の)メモなどの情

報をスマートフォンやタブレット端末で収集する時、「その情報はいつか利
用するな」というイメージを持っていますか？当てはまる項目を下記から選択
して○をつけて下さい。 

 
（   ）そう思う 
（   ）少しそう思う 
（   ）どちらともいえない 
（   ）あまりそう思わない 
（   ）そう思わない 
 
【生徒・学生の情報蓄積時の意識】 
Q7: あなたが写真や動画、資料、Webページや URL、(あなた自身の)メモなどの情

報をスマートフォンやタブレット端末で収集して蓄積する時、その情報を利
用する時のことを考えて、保存する（蓄積する）場所を考えていますか？ 当
てはまる項目を下記から選択して○をつけて下さい。 

 
（   ）そう思う 
（   ）少しそう思う 
（   ）どちらともいえない 
（   ）あまりそう思わない 
（   ）そう思わない 
 
【生徒・学生の情報の整理・分類の意識】 
Q8: あなたは、スマートフォンやタブレット端末における写真や動画、資料、Web

ページや URL、(あなた自身の)メモなどの情報を用途毎に整理（分類）して
いますか？ 当てはまる項目を下記から選択して○をつけて下さい。 

 
（   ）そう思う 
（   ）少しそう思う 
（   ）どちらともいえない 
（   ）あまりそう思わない 
（   ）そう思わない 
 
→ Q8-2: 「そう思う」「少しそう思う」と回答した方にお聞きします。どのように整理（分類）
していますか？簡潔でかまいませんので自由に書いて下さい。 
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【生徒・学生のモバイル端末の生活における活用法】 
Q9: あなたが日常生活でモバイル端末（ガラケーやスマートフォン）を利用していて、友

達に紹介したい『使い方』を 5つ教えて下さい。 
 
[例] 
・友達と遊ぶ日の約束をとるためにスマホで電話をしている.  
・クラスの情報交換のために LINEを利用している. 
 
(1) 
 
 
(2) 
 
 
(3) 
 
 
(4) 
 
 
(5) 
 
 
【生徒・学生のモバイル端末の有用性】 
Q10: 日常生活のなかで、あなたが何らかの問題解決をする時に、モバイル端末（ガ

ラケーやスマートフォン）は役に立つと思いますか？当てはまる項目を下記から選
択して○をつけて下さい。 

 
（   ）そう思う 
（   ）少しそう思う 
（   ）どちらともいえない 
（   ）あまりそう思わない 
（   ）そう思わない 
 
【生徒・学生の問題解決の捉え方】 
Q11: あなたが日常生活で行っている問題解決は、学習や勉強に分類されると思う

か？当てはまる項目を下記から選択して○をつけて下さい。 
 
（   ）そう思う 
（   ）少しそう思う 
（   ）どちらともいえない 
（   ）あまりそう思わない 
（   ）そう思わない 
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【ICTを活用した協調的問題解決の経験】 
Q12: あなたは、これまでにモバイル端末（ガラケーやスマートフォン）を活用して友達や

他者と協力しながら問題解決を行った経験がありますか？当てはまる項目を下記
から選択して○をつけて下さい。 

 
（   ）ある 
（   ）ない 
 
→ Q12-2: 「ある」と回答した方にのみ質問します。どのような問題解決を行いましたか
（問題解決の対象）？また、モバイル端末をどのような場面でどのように利用しましたか？
簡潔でかまいませんので自由に書いて下さい。 
 
問題解決の対象： 
----- 
①-1利用したモバイル端末： 
①-2利用したアプリ・ツール： 
①-3利用した場面： 
 
①-4モバイル端末の使い方： 
 
----- 
②-1利用したモバイル端末： 
②-2利用したアプリ・ツール： 
②-3利用した場面： 
 
②-4モバイル端末の使い方： 
 
----- 
③-1利用したモバイル端末： 
③-2利用したアプリ・ツール： 
③-3利用した場面： 
 
③-4モバイル端末の使い方： 
 
----- 
④-1利用したモバイル端末： 
④-2利用したアプリ・ツール： 
④-3利用した場面： 
 
④-4モバイル端末の使い方： 
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【生徒・学生の創造的課題への対応力・計画力・論理的思考力と道具の嗜好性①】 
Q13: あなたは、16人で「3泊4日の国内卒業旅行」に行くことになり、そのうちのあなたを

含めた 4 人で計画をたてることになりました。計画をたてる期間は、学校で授業の
ある2週間で、その間に行く場所（観光場所含む）、交通手段、宿泊場所を16人に
提案しなければなりません。あなたはこの計画案作成課題をどのように解決しようと
思いますか？ その解決手順と各手順のなかで利用する具体的な道具を、担当者
3名に分かりやすく説明する形で下記の□内に記述して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【生徒・学生の創造的課題への対応力・計画力・論理的思考力と道具の嗜好性②】 
Q14: あなたは、先輩として、後輩 20 名に「文化祭での部活（サークル）の出し物と役割

の決め方」について教えることになりました。後輩 10 名は学年が異なり、クラスもこ
となります。また、2 週間でこれらの課題を解決しなければなりません。さて、あなた
は後輩たちにどのような解決手順を示しますか？その解決手順と各手順のなかで
利用する具体的な道具を、後輩 20 名に分かりやすく説明する形で下記の□内に
記述して下さい。 
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【生徒・学生のモバイル端末を利用した学習方法】 
Q15: あなたが友達に紹介したいと思うモバイル端末を利用した学習方法を 5 つ教えて

下さい。 
 
[例] 
・日本語字幕付きの TEDアプリで英語を学んでいる 
・授業課題の分からない用語の意味を調べるのに検索エンジンを利用している.  
 
(1) 
 
 
(2) 
 
 
(3) 
 
 
(4) 
 
 
(5) 
 
 
【生徒・学生の学習方法の嗜好性】 
Q16: あなたが知識を身につけるとき、どの方法が分かりやすいと感じますか？場合や状

況によって異なると考えられますが、次に示す方法に順番を番号でつけて下さい。 
 
（   ）対面で講師から知識を説明される方法 
（   ）自分で本や新聞などの書物から知識を獲得する方法 
（   ）ＰＣやタブレット，スマートフォンを利用して Web ページを読んで知識を獲得する
方法 
（   ）ＰＣやタブレット，スマートフォンを利用して映像・音声で知識を説明される方法 
 
【生徒・学生の学習時の ICT利活用可能性】 
Q17: あなたが知識を身につけるとき、どういう場合や状況のときに、パソコンやタブレット，

スマートフォンを利用して映像・音声で知識を説明される方法が利用できると思い
ますか？ 利用しやすい場合や状況を１つ簡単でよいので具体的に書いて下さ
い。 

 
・ 
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【生徒・学生の知識・概念・解き方理解の嗜好性】 
Q18: あなたがある課題を解決しようとしている時、分からない知識／概念／解き方を理

解することが必要になりました。その時、あなたはどのような学習方法で理解しよう
と試みますか。次の選択肢から一番自分で理解しやすいと思う方法を選んで下さ
い。 

 
（   ）自分の近くでその知識／概念／解き方を知っていそうな他者（先生や友達）に聞
く。 
（   ）図書館や本屋等からその知識／概念／解き方を学べる本を借りて（買って）読
む。 
（   ）スマートフォンやＰＣを利用して知識／概念／解き方を学べそうな Web を見つけ
て学ぶ。 
 
【生徒・学生の ICT活用の問題解決に対する学習可能性】 
Q19: ICT(PC や携帯電話など)を活用した問題解決は、学習や勉強に分類されると思い

ますか？当てはまる項目を下記から選択して○をつけて下さい。 
 
（   ）そう思う 
（   ）少しそう思う 
（   ）どちらともいえない 
（   ）あまりそう思わない 
（   ）そう思わない 
 
→ Q19-2: 選択肢を選んだ理由を簡潔でかまいませんので自由に書いて下さい。 
 
・ 
 
 
 
 
【生徒・学生の ICT活用に対する他者の賞賛】 
Q20: ICT(PC や携帯電話など)の使い方について友達や他者から「すごいね」等々と称

賛されたことがありますか？当てはまる項目を下記から選択して○をつけて下さ
い。 

 
（   ）ある 
（   ）ない 
 
→ Q20-2: 賞賛された使い方について、簡潔でかまいませんので自由に書いて下さ
い。 
 
・ 
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【生徒・学生の ICT活用に対する良さや得の実感】 
Q21: ICT(PC や携帯電話など)を活用した時に，良さや得を感じたことがありますか？当

てはまる項目を下記から選択して○をつけて下さい。 
 
（   ）ある 
（   ）ない 
 
→ Q21-2: 感じた良さや得を簡潔でかまいませんので自由に書いて下さい。 
 
・ 
 
 
【生徒・学生の ICT活用に対する振返り】 
Q22: ICT(PCや携帯電話など)を活用した問題解決が終了した後に、ICTの使い方を見

直すなど利用方法の振返りを行っていますか？ 当てはまる項目を下記から選択
して○をつけて下さい。 

 
（   ）毎回行っている 
（   ）たまにサボるが大よそ行っている 
（   ）たまに行っている 
（   ）行っていない 
（   ）意識すらしていなかった 
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第２章 モバイル端末の生活・学習利用調査結果 

 回答者の基本データ 第１節

クラスや性別，携帯電話の利用時間等を教えて下さい。 

 調査対象生徒数（クラス別学年別性別別） 第１項

  

生徒の性別 実数 実数
361

高校全体男子生徒 187
高校全体女子生徒 174

243
111
132

0
0
0

243
111
132

0
0
0

118
76
42

第１学年 40
男子生徒 26
女子生徒 14

第２学年 40
男子生徒 26
女子生徒 14

第３学年 38
男子生徒 24
女子生徒 14

実数 実数
238
94

139
5

236
93

138
5
2
1
1
0

学校種別
クラス

学年

1. 高等学校

高等学校全体生徒

全体生徒数
クラス別学年別性別

生徒数

大
学

学校種別

第２学年

第３学年

教員養成課程全体男子学生
教員養成課程全体女子学生
性別無回答

男子学生
女子学生
無回答

男子学生
女子学生
性別無回答

男子生徒
女子生徒

情報コミュニケーション科全体男子
情報コミュニケーション科全体女子

高
等
学
校

1. 普通科
普通科全体男子生徒
普通科全体女子生徒

第１学年

第２学年

第３学年

2. 情報コミュニケーション科

男子生徒
女子生徒

男子生徒
女子生徒

2. 大学
専攻課程

学年
学生の性別

教員養成課程

教員養成課程
全体学生数

学年別性別学生数
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 携帯電話の有無 第２項

 

 

Ｑ１： 携帯電話（ガラケーかスマートフォン）の有無について、当てはまる項目を下記から

選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

  

複数回答 実数 構成比 回答比 実数 構成比 回答比 実数 構成比 回答比 実数 構成比 回答比
1. ガラケー（スマートフォンでは普
通の携帯電話）を利用している

13 3.6% 3.6% 6 2.4% 2.5% 7 5.9% 5.9% 11 4.6% 4.6%

2. スマートフォンを利用している 344 94.5% 95.3% 236 95.9% 97.1% 108 91.5% 91.5% 228 95.4% 95.8%

3. 携帯電話を持っていない 7 1.9% 1.9% 4 1.6% 1.6% 3 2.5% 2.5% 0 0.0% 0.0%

有効回答 364 100.0% 100.8% 246 100.0% 101.2% 118 100.0% 100.0% 239 100.0% 100.4%
無回答 0 - - 0 - - 0 - - 0 - -
回答者数 361 - - 243 - - 118 - - 238 - -

携帯電話（ガラケーかスマート
フォン）所有の有無

1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス
1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科

専攻課程
教育養成課程

3.6%

2.5%

5.9%

4.6%

95.3%

97.1%

91.5%

95.8%

1.9%

1.6%

2.5%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1. 普通科

2. 情報コミュニケーション科

教育養成課程

全
体

ク
ラ

ス
専

攻
課

程

1
. 高

等
学

校
2

. 大
学

携帯電話（ガラケーかスマートフォン）所有の有無

1. ガラケー（スマートフォンでは
普通の携帯電話）を利用してい

る

2. スマートフォンを利用している

3. 携帯電話を持っていない
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 携帯電話の利用時間 第３項

 

 

Ｑ２： 携帯電話を 1 日平均してどのくらいの時間利用していますか？ 最も当てはまる項目

を下記から選択して下さい。 

〔Ｑ１で「ガラケーを利用している」又は「スマートフォンを利用している」を回答した

生徒の回答のみ利用時間を集計の対象とした。〕 

 

 

 

 

 

 

  

複数回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. 10分未満（ほとんど利用してい
ない）

15 4.2% 8 3.3% 7 6.0% 4 1.7%

2. 10分以上30分未満 8 2.2% 3 1.2% 5 4.3% 2 0.8%

3. 30分以上1時間未満 36 10.0% 22 9.1% 14 12.0% 11 4.6%

4. 1時間以上2時間未満 80 22.2% 54 22.2% 26 22.2% 52 21.8%

5. 2時間以上3時間未満 83 23.1% 58 23.9% 25 21.4% 58 24.4%

6. 3時間以上4時間未満 66 18.3% 44 18.1% 22 18.8% 53 22.3%

7. 4時間以上6時間未満 38 10.6% 29 11.9% 9 7.7% 30 12.6%

8. 6時間以上8時間未満 18 5.0% 14 5.8% 4 3.4% 17 7.1%

9. 8時間以上10時間未満 9 2.5% 5 2.1% 4 3.4% 9 3.8%

10. 10時間以上 7 1.9% 6 2.5% 1 0.9% 2 0.8%

有効回答 360 100.0% 243 100.0% 117 100.0% 238 100.0%
無回答 1 - 0 - 1 - 0 -
合計 361 - 243 - 118 - 238 -

携帯電話１日平均利用時間
1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス 専攻課程

1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科 教育養成課程

4.2%

3.3%

6.0%

1.7%

2.2%

1.2%

4.3%

0.8%

10.0%

9.1%

12.0%

4.6%

22.2%

22.2%

22.2%

21.8%

23.1%

23.9%

21.4%

24.4%

18.3%

18.1%

18.8%

22.3%

10.6%

11.9%

7.7%

12.6%

5.0%

5.8%

3.4%

7.1%

2.5%

2.1%

3.4%

3.8%

1.9%

2.5%

0.9%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1. 普通科

2. 情報コミュニケーション科

教育養成課程

全
体

ク
ラ

ス
専

攻
課

程

1
. 高

等
学

校
2

. 大
学

携帯電話１日平均利用時間

1. 10分未満（ほとんど利用していない）

2. 10分以上30分未満

3. 30分以上1時間未満

4. 1時間以上2時間未満

5. 2時間以上3時間未満

6. 3時間以上4時間未満

7. 4時間以上6時間未満

8. 6時間以上8時間未満

9. 8時間以上10時間未満

10. 10時間以上
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 回答者の回答データ 第２節

２．次の質問に自由に回答して下さい。 

 生徒・学生のコミュニケーションの嗜好性 第１項

 

Ｑ３： 平均して１日のなかで、次に示す「他者と会話をする方法」を利用して会話する回数

が多い順にアルファベットで記入して下さい。なお、普段おこなっていない方法は順番に

いれる必要はありません。一番多い方法から一番少ない方法の順番にアルファベット（Ａ

～Ｆ）を記入してください。 

 

 普通科 （１）

 

 

※ その他の[  ]内にツール名を記入して下さい。 

クラス 学年 性別 ツール名 人数 

普通科 第２学年 

男子生徒 Twitter 6 

女子生徒 

Skype 1 

SNS 1 

Twitter 15 

順位回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比

Ａ： 対面で他者と会話をする 192 79.0% 18 7.4% 10 4.1% 18 7.4% 1 0.4%

Ｂ： 電話で他者と会話をする 23 9.5% 25 10.3% 91 37.4% 86 35.4% 3 1.2%

Ｃ： メールで利用して他者と会話
をする

4 1.6% 77 31.7% 50 20.6% 62 25.5% 12 4.9%

Ｄ： LINEを利用して他者と会話を
する

21 8.6% 116 47.7% 51 21.0% 2 0.8% 4 1.6%

Ｅ： Facebookを利用して他者と会
話をする

0 0.0% 2 0.8% 11 4.5% 4 1.6% 70 28.8%

Ｆ： その他[　　　　　　　]を利用し
て他者と会話をする

3 1.2% 3 1.2% 3 1.2% 1 0.4% 7 2.9%

有効回答 243 100.0% 243 100.0% 243 100.0% 243 100.0% 243 100.0%
無回答 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

「他者とのコミュニケーション」に
利用する回数の多い順

1. 高等学校
クラス：1. 普通科

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

192 

18 
10 

18 

1 

23 25 

91 
86 

3 4 

77 

50 
62 

12 
21 

116 

51 

2 4 0 2 
11 

4 

70 

3 3 3 1 
7 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

220

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

高等学校 普通科 他者とのコミュニケーションに利用する回数の多い順

Ａ： 対面で他者と会話をする

Ｂ： 電話で他者と会話をする

Ｃ： メールで利用して他者と会話をする

Ｄ： LINEを利用して他者と会話をする

Ｅ： Facebookを利用して他者と会話をする

Ｆ： その他[ ]を利用して他者と会話を
する
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 情報コミュニケーション科 （２）

 

 

 

 

※ その他の[  ]内にツール名を記入して下さい。 

クラス 学年 性別 ツール名 人数 

情報コミュニケーション科 

第１学年 
男子生徒 

Skype 1 

Twitter 1 

女子生徒 Twitter 3 

第２学年 

男子生徒 Twitter 4 

女子生徒 

Instagram 1 

Skype 1 

Twitter 1 

第３学年 

男子生徒 

Skype 2 

Twitter 1 

ｶｶｵﾄｰｸ 1 

女子生徒 
Skype 1 

Twitter 3 

 

  

順位回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比

Ａ： 対面で他者と会話をする 93 78.8% 21 17.8% 1 0.8% 3 2.5% 0 0.0%

Ｂ： 電話で他者と会話をする 4 3.4% 13 11.0% 63 53.4% 21 17.8% 3 2.5%

Ｃ： メールで利用して他者と会話
をする

0 0.0% 5 4.2% 16 13.6% 55 46.6% 8 6.8%

Ｄ： LINEを利用して他者と会話を
する

19 16.1% 74 62.7% 16 13.6% 5 4.2% 0 0.0%

Ｅ： Facebookを利用して他者と会
話をする

0 0.0% 1 0.8% 1 0.8% 1 0.8% 29 24.6%

Ｆ： その他[　　　　　　　]を利用し
て他者と会話をする

2 1.7% 4 3.4% 11 9.3% 0 0.0% 1 0.8%

有効回答 118 100.0% 118 100.0% 118 100.0% 118 100.0% 118 100.0%

　無回答 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

「他者とのコミュニケーション」に
利用する回数の多い順

1. 高等学校
クラス：2. 情報コミュニケーション科

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

93 

21 

1 3 
0 

4 

13 

63 

21 

3 
0 

5 

16 

55 

8 

19 

74 

16 

5 
0 0 1 1 1 

29 

2 4 

11 

0 1 
0

20

40

60

80

100

120

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

高等学校 情報コミュニケーション科 他者とのコミュニケーションに利用する回数の多い順

Ａ： 対面で他者と会話をする

Ｂ： 電話で他者と会話をする

Ｃ： メールで利用して他者と会話をする

Ｄ： LINEを利用して他者と会話をする

Ｅ： Facebookを利用して他者と会話をする

Ｆ： その他[ ]を利用して他者と会
話をする
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 教員養成課程 （３）

 

 

 

 

※ その他の[  ]内にツール名を記入して下さい。 

クラス 学年 性別 ツール名 人数 

教員養成課程 第２学年 

男子生徒 Twitter 8 

女子生徒 
Skype 1 

Twitter 15 

不明 ゲーム、ツイッター 1 

 

  

順位回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比

Ａ： 対面で他者と会話をする 218 92.0% 10 4.2% 3 1.3% 2 0.8% 0 0.0%

Ｂ： 電話で他者と会話をする 0 0.0% 7 3.0% 74 31.2% 57 24.1% 11 4.6%

Ｃ： メールで利用して他者と会話
をする

0 0.0% 3 1.3% 58 24.5% 65 27.4% 15 6.3%

Ｄ： LINEを利用して他者と会話を
する

16 6.8% 194 81.9% 14 5.9% 7 3.0% 4 1.7%

Ｅ： Facebookを利用して他者と会
話をする

1 0.4% 1 0.4% 3 1.3% 7 3.0% 71 30.0%

Ｆ： その他[　　　　　　　]を利用し
て他者と会話をする

2 0.8% 5 2.1% 11 4.6% 0.0% 3 1.3%

有効回答 237 100.0% 237 100.0% 237 100.0% 237 100.0% 237 100.0%
無回答 1 - 1 - 1 - 1 - 1 -

「他者とのコミュニケーション」に
利用する回数の多い順

2. 大学
専攻課程：3. 教員養成課程

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

218 

10 
3 2 0 0 

7 

74 

57 

11 
0 3 

58 
65 

15 16 

194 

14 
7 4 1 1 3 7 

71 

2 5 
11 

3 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

220

240

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

大学 教員養成課程 他者とのコミュニケーションに利用する回数の多い順

Ａ： 対面で他者と会話をする

Ｂ： 電話で他者と会話をする

Ｃ： メールで利用して他者と会話をする

Ｄ： LINEを利用して他者と会話をする

Ｅ： Facebookを利用して他者と会話をする

Ｆ： その他[ ]を利用して他者と会
話をする
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 生徒・学生の調べる方法の嗜好性 第２項

 

 

Ｑ４： 英単語や言葉の意味が分からないとき、どのような方法で意味を調べるのが一番多い

ですか？ 当てはまる項目を下記から選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

  

複数回答 実数 構成比 回答比 実数 構成比 回答比 実数 構成比 回答比 実数 構成比 回答比

1. 本の辞書を使って調べる 10 2.7% 2.8% 6 2.4% 2.5% 4 3.1% 3.4% 6 2.5% 2.5%

2. 電子辞書を使って調べる 163 43.5% 45.3% 156 63.4% 64.5% 7 5.4% 5.9% 113 47.7% 47.7%

3. 携帯電話使って調べる 17 4.5% 4.7% 11 4.5% 4.5% 6 4.7% 5.1% 10 4.2% 4.2%

4. スマートフォンを使って調べる 98 26.1% 27.2% 68 27.6% 28.1% 30 23.3% 25.4% 103 43.5% 43.5%

5. タブレットを使って調べる 81 21.6% 22.5% 5 2.0% 2.1% 76 58.9% 64.4% 1 0.4% 0.4%

6. デスクトップパソコンやノートパ
ソコンを使って調べる

6 1.6% 1.7% 0 0.0% 0.0% 6 4.7% 5.1% 4 1.7% 1.7%

有効回答 375 100.0% 104.2% 246 100.0% 101.7% 129 100.0% 109.3% 237 100.0% 100.0%
無回答 1 - - 1 - - 0 - - 1 - -
回答者数 360 - - 242 - - 118 - - 237 - -

調べる方法で一番利用する方法
1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス 専攻課程
1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科 教育養成課程

2.8%

2.5%

3.4%

2.5%

45.3%

64.5%

5.9%

47.7%

4.7%

4.5%

5.1%

4.2%

27.2%

28.1%

25.4%

43.5%

22.5%

2.1%

64.4%

0.4%

1.7%

0.0%

5.1%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1. 普通科

2. 情報コミュニケーション科

教育養成課程

全
体

ク
ラ

ス
専

攻
課

程

1
. 高

等
学

校
2

. 大
学

調べる方法で一番利用する方法

1. 本の辞書を使って調べる

2. 電子辞書を使って調べる

3. 携帯電話使って調べる

4. スマートフォンを使って調べる

5. タブレットを使って調べる

6. デスクトップパソコンやノートパソ
コンを使って調べる
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 生徒・学生の情報収集方法の嗜好性 第３項

 

 

Ｑ５： 日常生活のなかで、あなたが何らかの問題解決をする時に情報を収集する作業を行う

と思いますが、問題解決の時に平均して下記に示す情報源を多く利用する順番に番号をつ

けて下さい。なお、普段おこなっていない方法は順番にいれる必要はありません。 

 

 普通科 （１）

 

 

 

 

  

順位回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. 家族や友人などの人に直接聞
いて情報収集する

79 32.9% 70 29.2% 18 7.5% 8 3.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

2. 新聞やフリーペーパーから情
報収集する

1 0.4% 1 0.4% 12 5.0% 21 8.8% 11 4.6% 3 1.3% 2 0.8% 0 0.0%

3. 本や雑誌から情報収集する 2 0.8% 6 2.5% 50 20.8% 26 10.8% 8 3.3% 3 1.3% 0 0.0% 0 0.0%

4. 携帯電話を使ってＷｅｂサイト
から情報収集する

6 2.5% 4 1.7% 1 0.4% 3 1.3% 5 2.1% 3 1.3% 2 0.8% 0 0.0%

5. スマートフォンを使ってＷｅｂサ
イトから情報収集する

133 55.4% 57 23.8% 10 4.2% 1 0.4% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0%

6. タブレットを使ってＷｅｂサイト
から情報収集する

6 2.5% 7 2.9% 5 2.1% 6 2.5% 3 1.3% 6 2.5% 4 1.7% 0 0.0%

7. デスクトップパソコンやノー^と
パソコンを使ってＷｅｂサイトから
情報収集する

16 6.7% 13 5.4% 27 11.3% 7 2.9% 4 1.7% 1 0.4% 4 1.7% 0 0.0%

8. その他〔　　　　　　　　　　　　　〕 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.8%

有効回答 240 100.0% 240 100.0% 240 100.0% 240 100.0% 240 100.0% 240 100.0% 240 100.0% 240 100.0%
無回答 3 - 3 - 3 - 3 - 3 - 3 - 3 - 3 -

1. 高等学校
問題解決のための情報収集方法 クラス：1. 普通科

第７位第２位第１位 第６位 第８位第３位 第４位 第５位

79 

70 

18 

8 

0 0 0 0 1 1 

12 

21 

11 

3 2 0 2 
6 

50 

26 

8 
3 

0 0 

6 4 
1 3 5 3 2 0 
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高等学校 クラス：普通科 調べる方法で一番利用する方法

1. 家族や友人などの人に直接聞いて情報収集する

2. 新聞やフリーペーパーから情報収集する

3. 本や雑誌から情報収集する

4. 携帯電話を使ってＷｅｂサイトから情報収集する

5. スマートフォンを使ってＷｅｂサイトから情報収集する
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 情報コミュニケーション科 （２）

 

 

 

 

 

  

順位回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. 家族や友人などの人に直接聞
いて情報収集する

39 16.3% 16 6.7% 30 12.5% 16 6.7% 2 0.8% 0 0.0% 2 0.8% 0 0.0%

2. 新聞やフリーペーパーから情
報収集する

0 0.0% 1 0.4% 3 1.3% 10 4.2% 16 6.7% 8 3.3% 0 0.0% 0 0.0%

3. 本や雑誌から情報収集する 2 0.8% 2 0.8% 8 3.3% 23 9.6% 17 7.1% 5 2.1% 0 0.0% 0 0.0%

4. 携帯電話を使ってＷｅｂサイト
から情報収集する

4 1.7% 2 0.8% 0 0.0% 2 0.8% 2 0.8% 1 0.4% 2 0.8% 0 0.0%

5. スマートフォンを使ってＷｅｂサ
イトから情報収集する

51 21.3% 38 15.8% 8 3.3% 3 1.3% 1 0.4% 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0%

6. タブレットを使ってＷｅｂサイト
から情報収集する

28 11.7% 32 13.3% 26 10.8% 7 2.9% 1 0.4% 1 0.4% 0 0.0% 0 0.0%

7. デスクトップパソコンやノー^と
パソコンを使ってＷｅｂサイトから
情報収集する

8 3.3% 8 3.3% 18 7.5% 13 5.4% 3 1.3% 1 0.4% 1 0.4% 0 0.0%

8. その他〔　　　　　　　　　　　　　〕 1 0.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4%

有効回答 118 49.2% 118 49.2% 118 49.2% 118 49.2% 118 49.2% 118 49.2% 118 49.2% 118 49.2%
無回答 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

問題解決のための情報収集方法
1. 高等学校
クラス：2. 情報コミュニケーション科

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 第６位 第７位 第８位
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高等学校 クラス：情報コミュニケーション科 調べる方法で一番利用する方法

1. 家族や友人などの人に直接聞いて情報収集する

2. 新聞やフリーペーパーから情報収集する

3. 本や雑誌から情報収集する

4. 携帯電話を使ってＷｅｂサイトから情報収集する

5. スマートフォンを使ってＷｅｂサイトから情報収集す
る
6. タブレットを使ってＷｅｂサイトから情報収集する
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 教員養成課程 （３）

 

 

 

 

 

 

  

順位回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. 家族や友人などの人に直接聞
いて情報収集する

59 24.6% 57 23.8% 53 22.1% 14 5.8% 8 3.3% 2 0.8% 0 0.0% 0 0.0%

2. 新聞やフリーペーパーから情
報収集する

0 0.0% 2 0.8% 12 5.0% 36 15.0% 42 17.5% 5 2.1% 2 0.8% 0 0.0%

3. 本や雑誌から情報収集する 3 1.3% 10 4.2% 43 17.9% 70 29.2% 28 11.7% 2 0.8% 0 0.0% 0 0.0%

4. 携帯電話を使ってＷｅｂサイト
から情報収集する

14 5.8% 7 2.9% 5 2.1% 8 3.3% 2 0.8% 1 0.4% 2 0.8% 0 0.0%

5. スマートフォンを使ってＷｅｂサ
イトから情報収集する

133 55.4% 63 26.3% 2 0.8% 6 2.5% 2 0.8% 1 0.4% 0 0.0% 0 0.0%

6. タブレットを使ってＷｅｂサイト
から情報収集する

0 0.0% 2 0.8% 11 4.6% 1 0.4% 1 0.4% 4 1.7% 3 1.3% 0 0.0%

7. デスクトップパソコンやノー^と
パソコンを使ってＷｅｂサイトから
情報収集する

27 11.3% 62 25.8% 61 25.4% 14 5.8% 2 0.8% 1 0.4% 4 1.7% 0 0.0%

8. その他〔　　　　　　　　　　　　　〕 1 0.4% 0 0.0% 2 0.8% 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4%

有効回答 238 99.2% 238 99.2% 238 99.2% 238 99.2% 238 99.2% 238 99.2% 238 99.2% 238 99.2%
無回答 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

問題解決のための情報収集方法
2. 大学
クラス：3. 教員養成課程

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 第６位 第７位 第８位
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大学 専攻過程：教員養成課程 調べる方法で一番利用する方法

1. 家族や友人などの人に直接聞いて情報収集する

2. 新聞やフリーペーパーから情報収集する

3. 本や雑誌から情報収集する

4. 携帯電話を使ってＷｅｂサイトから情報収集する

5. スマートフォンを使ってＷｅｂサイトから情報収集する

6. タブレットを使ってＷｅｂサイトから情報収集する
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 【生徒・学生の情報収集時の利用意識】 第４項

 

 

Ｑ６： あなたが写真や動画、資料、Web ページや URL、(あなた自身の)メモなどの情報をス

マートフォンやタブレット端末で収集する時、「その情報はいつか利用するな」というイ

メージを持っていますか？ 当てはまる項目を下記から選択して下さい。 

 

 

 

 

 

  

単一回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. そう思う 112 31.0% 73 30.0% 39 33.1% 85 35.9%
2. 少しそう思う 151 41.8% 100 41.2% 51 43.2% 94 39.7%
3. どちらともいえない 69 19.1% 47 19.3% 22 18.6% 43 18.1%
4. あまりそう思わない 18 5.0% 15 6.2% 3 2.5% 8 3.4%
5. そう思わない 11 3.0% 8 3.3% 3 2.5% 7 3.0%

有効回答 361 100.0% 243 100.0% 118 100.0% 237 100.0%
無回答 0 - 0 - 0 - 1 -

収集情報の役立ちの利用イメー
ジの意識

1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス

1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科
専攻過程

教員養成課程
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3.0%
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. 大
学

情報収集の役立ちの利用イメージの意識

1. そう思う

2. 少しそう思う

3. どちらともいえない

4. あまりそう思わない

5. そう思わない
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 生徒・学生の情報蓄積時の意識 第５項

 

 

Ｑ７： あなたが写真や動画、資料、Webページや URL、(あなた自身の)メモなどの情報をスマー

トフォンやタブレット端末で収集して蓄積する時、その情報を利用する時のことを考えて、

保存する（蓄積する）場所を考えていますか？ 当てはまる項目を下記から選択して下さ

い。 

 

 

 

 

 

 

  

単一回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. 利用するときのことを考えて、
それに合わせて保存（蓄積）する
場所を選んでいる

84 23.3% 50 20.7% 34 28.8% 60 25.5%

2. 利用するときのことを考えて、
場合によっては保存（蓄積）する
場所を選んでいる

118 32.8% 75 31.0% 43 36.4% 80 34.0%

3. どちらともいえない 80 22.2% 63 26.0% 17 14.4% 47 20.0%

4. 利用するときのことを考えてい
るが、それに合わせて保存（蓄
積）する場所を選んだことはない

48 13.3% 32 13.2% 16 13.6% 38 16.2%

5. 利用するときのことは意識しな
いで保存（蓄積）している

30 8.3% 22 9.1% 8 6.8% 10 4.3%

有効回答 360 100.0% 242 100.0% 118 100.0% 235 100.0%
無回答 1 - 1 - 0 - 2 -

収集情報の利用時を意識した蓄
積場所

1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス 専攻過程

1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科 教員養成課程
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収集情報の利用時を意識した蓄積場所

1. 利用するときのことを考えて、それに

合わせて保存（蓄積）する場所を選んで

いる

2. 利用するときのことを考えて、場合に

よっては保存（蓄積）する場所を選んで

いる

3. どちらともいえない

4. 利用するときのことを考えているが、

それに合わせて保存（蓄積）する場所を

選んだことはない

5. 利用するときのことは意識しないで保

存（蓄積）している
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 生徒・学生の情報の整理・分類の意識 第６項

 

 

Ｑ８： あなたは、スマートフォンやタブレット端末における写真や動画、資料、Web ページ

や URL、(あなた自身の)メモなどの情報を用途毎に整理（分類）していますか？ 当ては

まる項目を下記から選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

  

単一回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比

1. 用途毎に整理（分類）している 53 14.7% 39 16.0% 14 11.9% 41 17.4%

2. ものによっては用途毎に整理
（分類）している

99 27.4% 56 23.0% 43 36.4% 39 16.5%

3. どちらともいえない 124 34.3% 83 34.2% 41 34.7% 64 27.1%

4. 用途毎には整理（分類）してい
ない

58 16.1% 41 16.9% 17 14.4% 57 24.2%

5. 用途毎に整理（分類）するとい
う意識はなかった

27 7.5% 24 9.9% 3 2.5% 35 14.8%

有効回答 361 100.0% 243 100.0% 118 100.0% 236 100.0%
無回答 0 - 0 - 0 - 2 -

収集情報の用途毎の分類整理
1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス 専攻過程

1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科 教員養成課程
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収集情報の用途毎の分類整理

1. 用途毎に整理（分類）している

2. ものによっては用途毎に整理（分

類）している

3. どちらともいえない

4. 用途毎には整理（分類）していない

5. 用途毎に整理（分類）するという意

識はなかった
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 生徒・学生のモバイル端末の有用性 第７項

 

 

Ｑ１０： 日常生活のなかで、あなたが何らかの問題解決をする時に、モバイル端末（ガラケー

やスマートフォン）は役に立つと思いますか？ 当てはまる項目を下記から選択して下

さい。 

 

 

 

 

 

  

単一回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. そう思う 241 66.9% 158 65.0% 83 70.9% 160 67.8%
2. 少しそう思う 100 27.8% 73 30.0% 27 23.1% 62 26.3%
3. どちらともいえない 17 4.7% 11 4.5% 6 5.1% 11 4.7%
4. あまりそう思わない 2 0.6% 1 0.4% 1 0.9% 2 0.8%
5. そう思わない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4%

有効回答 360 100.0% 243 100.0% 117 100.0% 236 100.0%
無回答 1 - 0 - 1 - 2 -

役に立つモバイル端末の使い方
1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス 専攻過程

1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科 教員養成課程
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1. そう思う 2. 少しそう思う 3. どちらともいえない 4. あまりそう思わない 5. そう思わない
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 生徒・学生の問題解決の捉え方 第８項

 

 

Ｑ１１： あなたが日常生活で行っている問題解決は、学習や勉強に分類されると思いますか？ 

当てはまる項目を下記から選択して下さい。 

 

 

 

 

 

  

単一回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. そう思う 49 13.6% 27 11.1% 22 18.6% 30 12.7%
2. 少しそう思う 143 39.6% 90 37.0% 53 44.9% 87 36.9%
3. どちらともいえない 125 34.6% 90 37.0% 35 29.7% 81 34.3%
4. あまりそう思わない 34 9.4% 27 11.1% 7 5.9% 32 13.6%
5. そう思わない 10 2.8% 9 3.7% 1 0.8% 6 2.5%

有効回答 361 100.0% 243 100.0% 118 100.0% 236 100.0%
無回答 0 - 0 - 0 - 2 -

学習や勉強に分類される問題解
決方法

1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス 専攻過程

1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科 教員養成課程
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学習や勉強に分類される問題解決方法

1. そう思う 2. 少しそう思う 3. どちらともいえない 4. あまりそう思わない 5. そう思わない



資料編 

第 2 章 モバイル端末の生活・学習利用調査結果 

－ 82 － 

 ICT を活用した協調的問題解決の経験 第９項

 

 

Ｑ１２： あなたは、これまでにモバイル端末（ガラケーやスマートフォン）を活用して友達

や他者と協力しながら問題解決を行った経験がありますか？ 当てはまる項目を下記か

ら選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

  

単一回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. ある 108 29.9% 47 19.3% 61 51.7% 72 31.2%
2. ない 253 70.1% 196 80.7% 57 48.3% 159 68.8%

有効回答 361 100.0% 243 100.0% 118 100.0% 231 100.0%
無回答 0 - 0 - 0 - 7 -

モバイル端末を使った問題解決
の経験

1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス 専攻過程

1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科 教員養成課程
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モバイル端末を使った問題解決の経験

1. ある 2. ない
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 【生徒・学生の学習方法の嗜好性】 第１０項

 

 

Ｑ１６： あなたが知識を身につけるとき、どの方法が分かりやすいと感じますか？ 場合や

状況によって異なると考えられますが、次に示す方法に順番を番号でつけて下さい。 

 

 普通科 （１）

 

 

 

 

 

 

  

順位回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. 対面で講師から知識を説明さ
れる方法

118 55.1% 25 11.7% 16 7.5% 3 1.4%

2. 自分で本や新聞などの書物か
ら知識を獲得する方法

34 15.9% 28 13.1% 18 8.4% 37 17.3%

3. ＰＣやタブレット、スマートフォン
を利用してＷｅｂページを読んで
知識を獲得する方法

44 20.6% 31 14.5% 30 14.0% 14 6.5%

4. ＰＣやタブレット、スマートフォン
を利用して映像・音声で知識を説
明される方法

15 7.0% 16 7.5% 32 15.0% 40 18.7%

有効回答 214 100.0% 214 100.0% 214 100.0% 214 100.0%
無回答 29 - 29 - 29 - 29 -

分かりやすい知識習得方法の順
第１位 第２位 第３位 第４位

1. 高等学校
クラス：1. 普通科

118 

25 

16 

3 

34 
28 

18 

37 

44 

31 30 

14 15 16 

32 

40 

0

20

40

60

80

100

120

140

第１位 第２位

高等学校 クラス：普通科 分かりやすい知識習得方法の順

1. 対面で講師から知識を説明される
方法

2. 自分で本や新聞などの書物から知
識を獲得する方法

3. ＰＣやタブレット、スマートフォンを利
用してＷｅｂページを読んで知識を獲

得する方法

4. ＰＣやタブレット、スマートフォンを利
用して映像・音声で知識を説明される

方法
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 情報コミュニケーション科 （２）

 

 

 

 

 

 

  

順位回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. 対面で講師から知識を説明さ
れる方法

73 34.1% 8 3.7% 6 2.8% 6 2.8%

2. 自分で本や新聞などの書物か
ら知識を獲得する方法

7 3.3% 16 7.5% 21 9.8% 23 10.7%

3. ＰＣやタブレット、スマートフォン
を利用してＷｅｂページを読んで
知識を獲得する方法

21 9.8% 20 9.3% 23 10.7% 11 5.1%

4. ＰＣやタブレット、スマートフォン
を利用して映像・音声で知識を説
明される方法

12 5.6% 20 9.3% 12 5.6% 18 8.4%

有効回答 114 53.3% 114 53.3% 114 53.3% 114 53.3%
無回答 4 - 4 - 4 - 4 -

分かりやすい知識習得方法の順
第１位 第２位 第３位 第４位

1. 高等学校
クラス：2. 情報コミュニケーション科

73 

8 
6 6 7 

16 

21 
23 

21 20 
23 

11 12 

20 

12 

18 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

第１位 第２位 第３位 第４位

高等学校 クラス：情報コミュニケーション科 分かりやすい知識習得方法の順

1. 対面で講師から知識を説明される方
法

2. 自分で本や新聞などの書物から知
識を獲得する方法

3. ＰＣやタブレット、スマートフォンを利
用してＷｅｂページを読んで知識を獲得

する方法

4. ＰＣやタブレット、スマートフォンを利
用して映像・音声で知識を説明される

方法
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 教員養成課程 （３）

 

 

 

 

  

順位回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. 対面で講師から知識を説明さ
れる方法

133 62.1% 18 8.4% 9 4.2% 7 3.3%

2. 自分で本や新聞などの書物か
ら知識を獲得する方法

40 18.7% 37 17.3% 24 11.2% 30 14.0%

3. ＰＣやタブレット、スマートフォン
を利用してＷｅｂページを読んで
知識を獲得する方法

31 14.5% 33 15.4% 42 19.6% 27 12.6%

4. ＰＣやタブレット、スマートフォン
を利用して映像・音声で知識を説
明される方法

17 7.9% 23 10.7% 32 15.0% 40 18.7%

有効回答 223 104.2% 223 104.2% 223 104.2% 223 104.2%
無回答 15 - 15 - 15 - 15 -

分かりやすい知識習得方法の順
第１位 第２位 第３位 第４位

クラス：3. 教員養成課程
2. 大学

133 

18 

9 7 

40 
37 

24 
30 31 33 

42 

27 

17 
23 

32 

40 

0

20

40

60

80

100

120

140

第１位 第２位 第３位 第４位

大学 専攻過程：教員養成課程 分かりやすい知識習得方法の順

1. 対面で講師から知識を説明される方法

2. 自分で本や新聞などの書物から知識
を獲得する方法

3. ＰＣやタブレット、スマートフォンを利用
してＷｅｂページを読んで知識を獲得する

方法

4. ＰＣやタブレット、スマートフォンを利用
して映像・音声で知識を説明される方法
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 生徒・学生の知識・概念・解き方理解の嗜好性 第１１項

 

 

Ｑ１８： あなたがある課題を解決しようとしている時、分からない知識／概念／解き方を理

解することが必要になりました。その時、あなたはどのような学習方法で理解しようと

試みますか？ 次の選択肢から一番自分で理解しやすいと思う方法を選んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

  

単一回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. 自分の近くでその知識・概念・
解き方を知っていそうな他者（先
生や友達）に聞く

175 53.7% 116 54.2% 59 52.7% 96 43.6%

2. 図書館や本屋等からその知
識・概念・解き方を学べる本を借
りて（買って）読む

19 5.8% 15 7.0% 4 3.6% 24 10.9%

3. モバイル端末やＰＣを利用して
知識・概念・解き方を学べそうな
Ｗｅｂを見つけて学ぶ

132 40.5% 83 38.8% 49 43.8% 100 45.5%

有効回答 326 100.0% 214 100.0% 112 100.0% 220 100.0%
無回答 35 - 29 - 6 - 18 -

課題解決のための試行学習方法
1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス 専攻過程

1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科 教員養成課程

53.7%

54.2%

52.7%

43.6%

5.8%

7.0%

3.6%

10.9%

40.5%

38.8%

43.8%

45.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 普通科

2. 情報コミュニケーション科

教員養成課程

全
体

ク
ラ

ス
専

攻
過

程

1.
 高

等
学

校
2.

 大
学

課題解決のための試行学習方法

1. 自分の近くでその知識・概念・解

き方を知っていそうな他者（先生や

友達）に聞く

2. 図書館や本屋等からその知識・

概念・解き方を学べる本を借りて

（買って）読む

3. モバイル端末やＰＣを利用して

知識・概念・解き方を学べそうなＷ

ｅｂを見つけて学ぶ



資料編 

第 2 章 モバイル端末の生活・学習利用調査結果 

－ 87 － 

 生徒・学生の ICT 活用の問題解決に対する学習可能性】 第１２項

 

 

Ｑ１９： ICT(PC や携帯電話など)を活用した問題解決は、学習や勉強に分類されると思いま

すか？ 当てはまる項目を下記から選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

  

単一回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. そう思う 126 38.2% 62 28.6% 64 56.6% 81 36.2%
2. 少しそう思う 92 27.9% 64 29.5% 28 24.8% 102 45.5%
3. どちらともいえない 83 25.2% 66 30.4% 17 15.0% 29 12.9%
4. あまりそう思わない 17 5.2% 14 6.5% 3 2.7% 8 3.6%
5. そう思わない 12 3.6% 11 5.1% 1 0.9% 4 1.8%

有効回答 330 100.0% 217 100.0% 113 100.0% 224 100.0%
無回答 31 - 26 - 5 - 14 -

学習や勉強に分類されるＩＣＴ活
用方法

1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス 専攻過程

1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科 教員養成課程

38.2%

28.6%

56.6%

36.2%

27.9%

29.5%

24.8%

45.5%

25.2%

30.4%

15.0%

12.9%

5.2%

6.5%

2.7%

3.6%

3.6%

5.1%

0.9%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1. 普通科

2. 情報コミュニケーション科

教員養成課程

全
体

ク
ラ

ス
専

攻
過

程

1.
 高

等
学

校
2.

 大
学

学習や勉強に分類されるＩＣＴ活用方法

1. そう思う 2. 少しそう思う 3. どちらともいえない 4. あまりそう思わない 5. そう思わない
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 生徒・学生の ICT 活用に対する他者の賞賛 第１３項

 

 

Ｑ２０： ICT(PC や携帯電話など)の使い方について友達や他者から「すごいね」等々と称賛

されたことがありますか？ 当てはまる項目を下記から選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 生徒・学生の ICT 活用に対する良さや得の実感 第１４項

 

 

Ｑ２１： ICT(PCや携帯電話など)を活用した時に，良さや得を感じたことがありますか？ 当

てはまる項目を下記から選択して下さい。 

 

 

 

 

単一回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. ある 58 17.7% 14 6.5% 44 39.6% 17 7.6%
2. ない 270 82.3% 203 93.5% 67 60.4% 206 92.4%

有効回答 328 100.0% 217 100.0% 111 100.0% 223 100.0%
無回答 33 - 26 - 7 - 14 -

ＩＣＴの使い方を称賛されたこと
1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス 専攻過程

1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科 教員養成課程

17.7%

6.5%

39.6%

7.6%

82.3%

93.5%

60.4%

92.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 普通科

2. 情報コミュニケーション科

教員養成課程

全
体

ク
ラ

ス
専

攻
過

程

1.
 高

等
学

校
2.

 大
学

ＩＣＴの使い方を称賛されたこと

1. ある 2. ない

単一回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. ある 226 68.9% 132 60.6% 94 85.5% 174 78.0%
2. ない 102 31.1% 86 39.4% 16 14.5% 49 22.0%

有効回答 328 100.0% 218 100.0% 110 100.0% 223 100.0%
無回答 33 - 25 - 8 - 15 -

ＩＣＴ活用の良さの実感
1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス 専攻過程

1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科 教員養成課程
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 生徒・学生の ICT 活用に対する振返り 第１５項

 

 

Ｑ２２： ICT(PC や携帯電話など)を活用した問題解決が終了した後に、ICT の使い方を見直

すなど利用方法の振返りを行っていますか？ 当てはまる項目を下記から選択して下さ

い。 

 

 

 

 

68.9%

60.6%

85.5%

78.0%

31.1%

39.4%

14.5%

22.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 普通科

2. 情報コミュニケーション科

教員養成課程

全
体

ク
ラ

ス
専

攻
過

程

1.
 高

等
学

校
2.

 大
学

ＩＣＴ活用の良さの実感

1. ある 2. ない

単一回答 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1. 毎回行っている 10 3.1% 6 2.8% 4 3.6% 7 3.1%
2. たまにサボるが大よそ行っている 25 7.7% 15 7.0% 10 9.1% 16 7.2%
3. たまに行っている 68 21.0% 41 19.2% 27 24.5% 46 20.6%
4. 行っていない 99 30.6% 63 29.4% 36 32.7% 69 30.9%
5. 意識すらしていなかった 122 37.7% 89 41.6% 33 30.0% 85 38.1%

有効回答 324 100.0% 214 100.0% 110 100.0% 223 100.0%
無回答 37 - 29 - 8 - 15 -

ＩＣＴの使い方の振り返り
1. 高等学校 2. 大学

全体
クラス 専攻過程

1. 普通科 2. 情報コミュニケーション科 教員養成課程

38.2%

28.6%

56.6%

36.2%

27.9%

29.5%

24.8%

45.5%

25.2%

30.4%

15.0%

12.9%

5.2%

6.5%

2.7%

3.6%

3.6%

5.1%

0.9%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1. 普通科

2. 情報コミュニケーション科

教員養成課程

全
体

ク
ラ

ス
専

攻
過

程

1.
 高

等
学

校
2.

 大
学

ＩＣＴの使い方の振り返り

1. そう思う 2. 少しそう思う 3. どちらともいえない 4. あまりそう思わない 5. そう思わない
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第３章 豊かな学びの授業モデルの調査結果 

 豊かな学びに関する学習経験の受け止め方 第１項

 

 

 

 

 

0 1 11 11 5 1 0 2 8 15 3 1

0% 4% 39% 39% 18% - 0% 7% 29% 54% 11% -

0 3 10 8 7 1 1 2 10 10 4 2

0% 11% 36% 29% 25% - 4% 7% 37% 37% 15% -

3 0 6 11 7 2 1 2 5 13 7 1

11% 0% 22% 41% 26% - 4% 7% 18% 46% 25% -

1 1 14 8 4 1 1 2 7 15 3 1

4% 4% 50% 29% 14% - 4% 7% 25% 54% 11% -

1 3 14 7 3 1 0 3 9 12 4 1

4% 11% 50% 25% 11% - 0% 11% 32% 43% 14% -

0 2 14 8 3 2 1 3 13 9 2 1

0% 7% 52% 30% 11% - 4% 11% 46% 32% 7% -

0 2 14 10 1 2 0 2 16 6 4 1

0% 7% 52% 37% 4% - 0% 7% 57% 21% 14% -

4 4 15 4 1 1 6 10 10 1 1 1

14% 14% 54% 14% 4% - 21% 36% 36% 4% 4% -

9 6 12 1 0 1 9 10 9 0 0 1

32% 21% 43% 4% 0% - 32% 36% 32% 0% 0% -

0 0 5 10 13 1 0 1 5 11 10 2

0% 0% 18% 36% 46% - 0% 4% 19% 41% 37% -

0 0 7 13 8 1 0 1 7 10 10 1

0% 0% 25% 46% 29% - 0% 4% 25% 36% 36% -

0 2 16 7 3 1 0 3 19 3 3 1

0% 7% 57% 25% 11% - 0% 11% 68% 11% 11% -

1 2 15 8 1 2 0 1 15 7 5 1

4% 7% 56% 30% 4% - 0% 4% 54% 25% 18% -

2 6 18 1 1 1 1 5 21 1 0 1

7% 21% 64% 4% 4% - 4% 18% 75% 4% 0% -

2 1 9 15 1 1 0 2 11 13 2 1

7% 4% 32% 54% 4% - 0% 7% 39% 46% 7% -

1 0 10 10 6 2 1 1 8 12 6 1

4% 0% 37% 37% 22% - 4% 4% 29% 43% 21% -

1 2 9 8 8 1 1 2 8 10 7 1

4% 7% 32% 29% 29% - 4% 7% 29% 36% 25% -
84 この授業で学んだ内容は、将来役に立ちそうですか。 3.71 1.06 3.71 1.03

89
この授業で学んだ内容は自分を成長させるものになりそうで
すか。

3.74 0.93 3.75 0.95

69 学びながら成長していることを自覚的に理解する。 3.43 0.90 3.54 0.73

63 授業か課題のいずれにも価値や意味をほとんど求めない。 2.75 0.78 2.79 0.56

87
他の受講生の学習姿勢や態度を自分により良く活かせそうで
すか。

3.22 0.79 3.57 0.82

46
グループ活動ならば、他の人の意見を聞くことができるので自
分の知識も増える。

4.04 0.73 4.04 0.87

68 論理や議論を注意深く、批判的に検討する。 3.39 0.77 3.21 0.77

0.97

44 みんなで色々な意見を出し合うことは有益である。 4.29 0.75 4.11 0.83

58 優秀な人たちがわざわざ協同する必要はない。 2.18 0.93 2.00 0.80

0.8681 授業外で自主的・主体的に学習に取り組めそうですか。 3.29 0.92 3.61

67 根拠をもち、それを結論に関連付ける。 3.37 0.67 3.43 0.82

1.0077 この授業を受けて授業内容に興味・関心を持てそうですか。 3.70 1.18 3.82

60 今までの授業と自分の知識や経験は関連づいている。 3.44 0.79 3.29 0.88

0.96

0.76

70 授業内容に積極的に関心をもつ。 3.46 0.91 3.61 0.90

57 協同は仕事のできない人たちのためにある。 2.79 0.98

1

74
授業を受ける以前からこの授業内容に興味・関心があります
か。

3.68 0.97 3.52

2.32

5件法

平均 SD

(a)豊かな学びに関連する学習経験をどのように受け止めているのか.

80
この授業から新たな問題意識や知的好奇心をもてそうです
か。

3.71 0.80 3.68

4 5 無効

項番 質問

事前アンケート 事後アンケート

無効 1 2 32 3 4 5

5件法

平均 SD
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 モバイル端末の豊かな学びの促進，創造ツールとしての認識 第２項

 

 

 授業時間外の変容 第３項

 

 

 豊かな学びの学習観に対する共有 第４項

 

 

 

 

 

  

0 0 0 5 23 1 0 0 4 7 18 0

0% 0% 0% 18% 82% - 0% 0% 14% 24% 62% -

6 22 1 6 22 1

21% 79% - 21% 79% -

1 2 10 7 8 1 0 1 6 16 5 1

4% 7% 36% 25% 29% - 0% 4% 21% 57% 18% -

12 14 3 19 8 2

46% 54% - 70% 30% -

9 10 7 1 0 2 10 6 9 1 0 3

33% 37% 26% 4% 0% - 38% 23% 35% 4% 0% -
2.04 0.94

3.89 0.72

4.48 0.72

30
ICT(PCやモバイル端末など)を活用した問題解決が終了した
後に、ICTの使い方を見直すなど利用方法の振返りを行って
いますか。

2.00 0.86

ICT(PCやモバイル端末など)を活用した時に，良さや得を感じ
たことがありますか。

28

24
ICT(PCやモバイル端末など)を活用した問題解決は、学習や
勉強に分類されると思いますか。

3.68 1.07

あなたは、これまでにモバイル端末（携帯電話（ガラケーやス
マートフォン）やタブレット端末等）を活用して友達や他者と協
力しながら問題解決を行った経験がありますか。

16

14
日常生活のなかで、あなたが何らかの問題解決をする時に、
モバイル端末（携帯電話（ガラケーやスマートフォン）やタブ
レット端末等）は役に立つと思いますか。

4.82 0.38

4 5 無効
SDSD

5件法

平均

5件法

(b)モバイル端末は豊か学びを促進，創造するツールとして認識されはじ
めているか.

4 5 無効 1 2 31 2 3
平均

項番 質問

事前アンケート 事後アンケート

3 6 11 4 4 1 3 4 13 5 2 2

11% 21% 39% 14% 14% - 11% 15% 48% 19% 7% -

質問

事前アンケート 事後アンケート

78 この授業に予習・復習をして取り組みそうですか。 3.00 1.16 2.96 1.04

5 無効
(C) 授業外学習時間の変容

5 無効 1 2 3 4

5件法

平均 SD

5件法

平均 SD
1 2 3 4

項番

0 3 7 6 12 1 0 0 12 14 3 0

0% 11% 25% 21% 43% - 0% 0% 41% 48% 10% -

2 5 6 10 5 1 0 4 10 12 2 1

7% 18% 21% 36% 18% - 0% 14% 36% 43% 7% -

4 7 12 3 2 1 3 6 14 5 0 1

14% 25% 43% 11% 7% - 11% 21% 50% 18% 0% -

項番 質問

事前アンケート 事後アンケート

5件法

平均 SD

5件法

平均 SD
1 2 3 4 5 無効1 2 3 4 5 無効

[１]豊かな学びの学習観に対する共有

2.75 0.87

34
教科書などを使って、自分でいろいろ調べたあとで先生に質
問する。

3.39 1.18 3.43 0.82

15
あなたが日常生活で行っている問題解決は、学習や勉強に
分類されると思いますか。

3.96 1.05 3.69 0.65

37
わからない問題や内容にであったら、自分でいろいろ調べる
前に、先生に助けを
求める

2.71 1.06
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 豊かな学びの課題設定 第５項

 

 

 デジタルリソースと学習リソースとしての必要な要件 第６項

 

 

 豊かな学びのプロセスのストーリービデオの作成の意識 第７項

 

 

1 5 14 7 2 0

3% 17% 48% 24% 7% -

項番 質問

事後アンケート

5件法

平均 SD
1 2 3 4 5 無効

[2] 豊かな学びの課題設定

141
今回のタブレットを利用したみんなで考える授業で次にやって
みたい授業を教え
て下さい。

未来の世界がどうなってるか、普通のパソコン授業
タブレットで創作、面白い楽しい授業

117 今回の「授業内容」は難しかったですか。 3.14 0.90

1 3 10 9 6 0

3% 10% 34% 31% 21% -

1 1 11 13 3 0

3% 3% 38% 45% 10% -

1 3 10 12 3 0

3% 10% 34% 41% 10% -

0 0 13 14 2 0

0% 0% 45% 48% 7% -

125
OneNote上で、友達や大学生との意見の交換を上手にできま
したか。

3.45 0.93

126
Powerpointで、自分（たち）の話したいことを説明資料として上
手につくるこ
とができるようになりましたか。

3.62 0.61

事後アンケート

5件法

平均 SD
1 2 3 4 5 無効

124
OneDrive上で、皆さんの作ったファイルや情報を上手に共有
できましたか。

3.55 0.85

123
OneDrive上での大学生の学習に対する支援は皆さんに役に
立ちましたか。

3.55 1.04

項番 質問

[3] デジタルリソースと学習リソースとして必要な要件

3 3 10 7 6 0

10% 10% 34% 24% 21% -

2 3 13 10 1 0

7% 10% 45% 34% 3% -

2 3 14 10 0 0

7% 10% 48% 34% 0% -

2 3 8 11 5 0

7% 10% 28% 38% 17% -

3 1 12 8 5 0

10% 3% 41% 28% 17% -

4 8 7 5 5 0

14% 28% 24% 17% 17% -

3 4 15 6 1 0

10% 14% 52% 21% 3% -

2 2 17 7 1 0

7% 7% 59% 24% 3% -
136

「学ビデオ」への他者からのコメントは, あなたの「学び」になり
ましたか。

3.10 0.84

135 「学ビデオ」に他者からコメントをもらって嬉しかったですか。 2.93 0.94

132
「学ビデオ」をつくることで、その日の１時間の授業を振り返る
ことができまし
たか。

3.48 1.10

133 「学ビデオ」は自分の学習や振り返りに役に立ちましたか。 3.38 1.13

130
「学ビデオ」で自分（たち）が話したいことを率直に表現できま
したか。

3.17 0.91

131 自分（たち）でつくった「学ビデオ」の質に満足していますか。 3.10 0.84

134 「学ビデオ」づくりは楽しかったですか。 2.97 1.30

5 無効
[4] 豊かな学びのプロセスのストーリービデオの作成の意義

129
「学ビデオ」で自分（たち）の学びを話すことに抵抗がありまし
たか。

3.34

項番 質問

事後アンケート

5件法

平均 SD
1 2 3 4

1.21
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 教員や学習支援者からの価値づけ, 仲間からの賞賛 第８項

 

 

 授業後の意識 第９項

 

 

4 24 1 4 21 4

14% 86% - 16% 84% -

29 3 4 15 6 1 0

- 10% 14% 52% 21% 3% -

27
前の質問で「ある」と回答した方にのみに質問します。
称賛された使い方について、簡潔でかまいませんので自由に
書いて下さい。

少しだけ得意、スタンプを教えた、使用経験あり ワード、エクセル、PCの使い方、速いタイピング

135 「学ビデオ」に他者からコメントをもらって嬉しかったですか。 2.93 0.94

[5] 教員や学習支援者からの価値づけ, 仲間からの賞賛

26
 ICT(PCやモバイル端末など)の使い方について友達や他者
から「すごいね」等々
と称賛されたことがありますか。

1 2 3 4 5 無効

事後アンケート

5件法

平均 SD

5件法

平均 SD
1 2 3

項番 質問

事前アンケート

4 5 無効

1 2 3 4 5 無効

1 1 7 14 6 0

3% 3% 24% 48% 21% -

1 5 14 7 2 0

3% 17% 48% 24% 7% -

0 2 13 12 2 0

0% 7% 45% 41% 7% -

0 2 7 14 6 0

0% 7% 24% 48% 21% -

0 3 11 8 7 0

0% 10% 38% 28% 24% -

1 0 14 10 4 0

3% 0% 48% 34% 14% -

2 3 7 10 7 0

7% 10% 24% 34% 24% -

2 0 7 6 14 0

7% 0% 24% 21% 48% -

120 今回のような「授業のやり方」をまた体験してみたいですか。 3.59 1.16

127 これからもタブレットを使った学習をしてみたいと思いますか。 4.03 1.16

118
今回の「授業」のなかで，友達や大学生からのコメントは参考
になりましたか。

3.66 0.96

128
授業の内容や進み方, 皆さんへの支援の方法など授業を全
体的にみて満足できましたか？

3.55 0.85

121 今回の「授業内容」はよく理解できましたか。 3.48 0.72

122
今回の「授業」を受けて、新しい知識や技能を得ることができ
ましたか。

3.83 0.83

119 今回の「授業」は楽しかったですか。 3.79 0.92

117 今回の「授業内容」は難しかったですか。 3.14 0.90

項番 質問
5件法

平均 SD
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第４章 学会等報告 

 

 モバイル端末を活用した学習環境 －新しい学びに活躍する ICT－ （１）

加藤直樹・鷹岡亮：モバイル端末を活用した学習環境 －新しい学びに活躍する ICT

－, 平成 27 年度「教育の情報化」推進フォーラム, (財)日本教育情報化振興会, 2015

年 3 月 6 日, オリンピック記念青少年総合センター・東京 

 

 問題解決や学習に対するモバイル端末活用の意識変容のための学習プログラムの開（２）

発と実践 

鷹岡亮, 加藤直樹, 上市善章, 村松祐子, 相部礼子, 那須章裕:問題解決や学習に対す
るモバイル端末活用の意識変容のための学習プログラムの開発と実践, 教育システ
ム情報学会研究報告, vol.29, no.6, pp.159-166, 2015 年 3 月 21 日, 香川大学・香川. 

 

 高校生と大学生を対象としたモバイル端末の生活・学習利用調査結果の分析（１）（３）

－調査の目的と概要－ 

加藤直樹，鷹岡亮，上市善章，村松祐子，相部礼子，及川浩和，高校生と大学生を対
象としたモバイル端末の生活・学習利用調査結果の分析（１）－調査の目的と概要－，
日本教育情報学会年会論文集, 31, pp.262-263, 2015 年 8 月 29 日, 茨城大学・茨城. 

 

 高校生と大学生を対象としたモバイル端末の生活・学習利用調査結果の分析（２）（４）

－学習経験が問題解決方法に与える影響－ 

及川浩和，加藤直樹，鷹岡亮，上市善章，村松祐子，相部礼子，高校生と大学生を対
象としたモバイル端末の生活・学習利用調査結果の分析（２）－学習経験が問題解決
方法に与える影響－，日本教育情報学会年会論文集, 31, pp.262-263, 2015 年 8 月 29

日, 茨城大学・茨城. 

 

 タブレット端末を活用した学びのストーリー型ポートフォリオに関する研究 （５）

奈良崎雄郁・鷹岡亮・若杉祥太（山口大学）・嶋本雅宏（誠英高等学校）・加藤直樹（岐
阜大学）：タブレット端末を活用した学びのストーリー型ポートフォリオに関する研
究, 教育システム情報学会 2015 年度学生研究発表会（中国地区）, pp.105-106, 2016

年 2 月 29 日, 広島市立大学・広島 

 

 モバイル端末を活用した学習環境 －高校生の豊かな学びのプラットフォーム－ （６）

加藤直樹・鷹岡亮・村松祐子，嶋本雅宏：モバイル端末を活用した学習環境 －高校
生の豊かな学びのプラットフォーム－, 平成 27 年度「教育の情報化」推進フォーラ
ム, (財)日本教育情報化振興会, 2016 年 3 月 4 日, オリンピック記念青少年総合セン
ター・東京 

 

 ICT 活用の豊かな学びを目指した協調的課題解決学習の実践と支援 （７）

鷹岡亮, 嶋本雅宏, 若杉祥太, 加藤直樹, 上市善章, 村松祐子, 相部礼子:ICT 活用の
豊かな学びを目指した協調的課題解決学習の実践と支援, 教育システム情報学会研
究報告, vol.30, no.6, pp.113-116, 2016 年 3 月 19 日, 東京工芸大学・東京 
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 モバイル端末を活用した学習環境 －新しい学びに活躍する ICT－ 第１節

  

加藤直樹・鷹岡亮：モバイル端末を活用した学習環境 －新しい学びに活
躍する ICT－, 平成 27 年度「教育の情報化」推進フォーラム, (財)日本教
育情報化振興会, 2015 年 3 月 6 日, オリンピック記念青少年総合セン
ター・東京 
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 問題解決や学習に対するモバイル端末活用の意識変容のための学習プログラム第２節

の開発と実践 

  

鷹岡亮, 加藤直樹, 上市善章, 村松祐子, 相部礼子, 那須章裕:問題解決や
学習に対するモバイル端末活用の意識変容のための学習プログラムの開
発と実践, 教育システム情報学会研究報告, vol.29, no.6, pp.159-166, 
2015 年 3 月 21 日, 香川大学・香川. 
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加藤直樹，鷹岡亮，上市善章，村松祐子，相部礼子，及川浩和，高校生
と大学生を対象としたモバイル端末の生活・学習利用調査結果の分析
（１）－調査の目的と概要－，日本教育情報学会年会論文集 , 31, 
pp.262-263, 2015 年 8 月 29 日, 茨城大学・茨城.  

 高校生と大学生を対象としたモバイル端末の生活・学習利用調査結果の分析（１）第３節

－調査の目的と概要－  
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 高校生と大学生を対象としたモバイル端末の生活・学習利用調査結果の分析（２） 第４節

－学習経験が問題解決方法に与える影響－ 

  

及川浩和，加藤直樹，鷹岡亮，上市善章，村松祐子，相部礼子，高校生
と大学生を対象としたモバイル端末の生活・学習利用調査結果の分析
（２）－学習経験が問題解決方法に与える影響－，日本教育情報学会年
会論文集, 31, pp.262-263, 2015 年 8 月 29 日, 茨城大学・茨城. 
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 タブレット端末を活用した学びのストーリー型ポートフォリオに関する研究 第５節

 

  

   

奈良崎雄郁・鷹岡亮・若杉祥太（山口大学）・嶋本雅宏（誠英高等学校）・
加藤直樹（岐阜大学）：タブレット端末を活用した学びのストーリー型
ポートフォリオに関する研究, 教育システム情報学会 2015 年度学生研
究発表会（中国地区）, pp.105-106, 2016 年 2 月 29 日, 広島市立大学・
広島 
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 バイル端末を活用した学習環境 第６節

－高校生の豊かな学びのプラットフォーム－ 

  

加藤直樹・鷹岡亮・村松祐子，嶋本雅宏：モバイル端末を活用した学習
環境 －高校生の豊かな学びのプラットフォーム－, 平成 27 年度「教育
の情報化」推進フォーラム, (財)日本教育情報化振興会, 2016 年 3 月 4 日, 
オリンピック記念青少年総合センター・東京 
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鷹岡亮, 嶋本雅宏, 若杉祥太, 加藤直樹, 上市善章, 村松祐子, 相部礼
子:ICT 活用の豊かな学びを目指した協調的課題解決学習の実践と支援, 
教育システム情報学会研究報告, vol.30, no.6, pp.113-116, 2016年3月19
日, 東京工芸大学・東京  

 

 

 ICT 活用の豊かな学びを目指した協調的課題解決学習の実践と支援 第７節
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豊かな学びデザインマップのフレーム 
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の
深
化

 

④
 
学
び
の
工
夫
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豊かな学びデザインマップの要素

創 造 的 な 学 び (Creation)

6

既
存

す
る

視
点

と
の

矛
盾

を
超

え
う

る
新

し
い

一
貫

性
を

創
造

対
話
で
思

考
が
深

化
す
る

創 造

世
の

中
の

様
々

な
現

象
や

問
題

の
な

か
か

ら
新

し
い

視
点

を
発

見
し

矛
盾

を
し

て
き

す
る

情
報

を
効

率
的

に
収

集
し

な
が

ら
新

し
い

視
点

を
発

見
す

る

新
し

い
視

点
を

提
案

し
他

人
の

目
に

よ
っ

て
持

続
的

に
再

吟
味

す
る

他
人

を
巻

き
込

み
な

が
ら

新
し

い
視

点
で

の
学

び
を

創
造

し
て

い
く

新
し

い
一

貫
性

を
生

み
出

し
た

軌
跡

を
蓄

積
し

，
省

察
し

て
学

び
の

高
ま

り
を

認
識

す
る

一
貫

性
の

広
が

り
と

高
ま

り
を

多
く
の

人
に

訴
え

な
が

ら
自

ら
も

変
革

し
よ

う
と

す
る

5

新
し

い
一

貫
性

を
生

み
出

し
て

納
得

他
人

と
の

対
話

で
確
か

め
て

修
正
す

る

修 正

疑
問

を
解

消
し

て
他

人
に

も
納

得
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

ネ
ッ

ト
を

探
索

す
る

遠
隔

地
の

人
た

ち
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
効

率
化

ツ
ー

ル
を

利
用

し
て

別
の

視
点

を
吸

収
す

る

SN
S等

を
活

用
し

て
対

話
の

世
界

を
広

げ
，

説
得

す
る

／
さ

れ
る

の
経

験
か

ら
知

識
を

再
構

成
す

る

デ
ー

タ
や

情
報

共
有

の
手

段
を

駆
使

し
て

多
様

な
視

点
か

ら
吟

味
し

て
協

働
す

る

デ
ー

タ
共

有
や

対
話

の
た

め
の

ア
プ

リ
を

試
行

錯
誤

し
な

が
ら

選
択

的
に

利
用

す
る

新
た

な
目

を
加

え
知

識
を

再
構

成
し

吟
味

を
経

て
訴

え
る

に
値

す
る

理
由

と
根

拠
を

持
つ

よ
う

に
な

る

4

他
人

の
目

で
確

か
め

て
，

よ
り

深
く

も
の

ご
と

を
納

得
別

視
点
か

ら
確
か

め
る

吟 味

検
索

や
定

期
購

読
等

に
よ

り
能

率
的

に
情

報
収

集
し

，
他

人
の

目
か

ら
新

し
い

知
識

を
吟

味
す

る

納
得

し
た

知
識

を
文

書
や

プ
レ

ゼ
ン

に
よ

り
表

現
し

な
が

ら
他

人
の

語
る

表
現

し
た

成
果

物
を

仲
間

と
共

有
し

，
他

者
の

見
方

を
知

り
，

自
ら

の
成

果
物

を
吟

味
す

る

自
分

の
成

果
物

に
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
ア

ク
セ

ス
で

き
る

よ
う

に
持

ち
歩

く
よ

う
に

す
る

自
分

の
知

識
や

成
果

物
を

い
つ

で
も

利
用

で
き

る
よ

う
に

デ
ジ

タ
ル

で
管

理
す

る
．

知
識

を
活

用
し

説
明

す
る

こ
と

に
行

動
的

に
な

り
，

相
手

を
説

得
し

よ
う

と
す

る

蓄 積 的 な 学 び (Accumulation)

3

知
的

好
奇

心
が

芽
生

え
る

自
分

の
中

で
関

連
性
を

確
か

め
る

関 連

ネ
ッ

ト
検

索
を

辞
書

替
わ

り
に

利
用

す
る

探
索

的
な

学
び

は
な

く
自

分
の

知
識

や
経

験
と

関
連

づ
け

る

興
味

の
あ

る
サ

イ
ト

を
ブ

ッ
ク

マ
ー

ク
し

た
り

内
容

を
保

存
し

た
り

す
る

検
索

し
た

り
収

集
し

て
蓄

積
し

た
情

報
を

仲
間

と
共

有
す

る

Ev
e

rn
o

te
,O

n
e

N
o

te

ノ
ー

ト
ア

プ
リ

等
を

利
用

し
て

情
報

を
蓄

積
し

て
利

用
す

る

調
べ

た
り

収
集

し
た

情
報

を
蓄

積
し

て
，

い
つ

で
も

活
用

で
き

る
よ

う
に

整
理

す
る

ネ
ッ

ト
や

写
真

等
を

駆
使

し
て

様
々

な
場

面
で

デ
ジ

タ
ル

情
報

と
し

て
蓄

積
し

て
活

用
可

能
と

す
る

2

目
標

達
成

に
直

接
的

な
勉

強
の

選
択

類
似

性
の

判
断

，
か
た

ま
り

選 択

試
験

勉
強

の
目

標
達

成
の

た
め

の
教

材
ア

プ
リ

を
紙

の
代

替
と

し
て

利
用

し
て

学
ぶ

自
動

的
に

苦
手

問
題

等
を

提
示

し
て

く
れ

る
ア

プ
リ

を
利

用
し

て
効

率
的

に
学

ぶ

仲
間

と
問

題
を

出
し

合
っ

た
り

，
時

間
を

決
め

て
勉

強
す

る

試
験

勉
強

の
た

め
に

ど
の

場
面

で
ア

プ
リ

を
利

用
す

る
の

が
効

果
的

か
を

考
え

て
活

用
す

る

試
験

勉
強

の
目

的
を

効
果

的
に

達
成

で
き

る
ア

プ
リ

を
試

行
錯

誤
し

な
が

ら
選

択
し

て
学

ぶ

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
も

含
め

て
学

習
や

生
活

ス
タ

イ
ル

を
試

験
勉

強
に

向
け

て
変

え
な

が
ら

学
ぶ

1

暗
記

，
訓

練
受

動
的

に
「
丸

暗
記

」
関

連
性
が

無
い

受 動

丸
暗

記
に

先
生

か
ら

与
え

ら
れ

た
暗

記
用

ド
リ

ル
ソ

フ
ト

を
利

用
し

て
繰

り
返

し
学

ぶ

ド
リ

ル
の

結
果

を
グ

ラ
フ

化
し

た
り

し
て

，
ス

ピ
ー

ド
や

正
確

さ
を

確
認

し
な

が
ら

学
び

仲
間

と
暗

記
で

学
ん

で
成

果
を

競
い

合
う

な
ど

し
て

学
ぶ

暗
記

学
習

に
デ

ジ
タ

ル
が

効
果

的
で

あ
る

こ
と

を
自

覚
し

て
活

用
す

る

丸
暗

記
の

目
的

を
効

果
的

に
達

成
で

き
る

ア
プ

リ
を

試
行

錯
誤

し
な

が
ら

選
択

し
て

学
ぶ

ド
リ

ル
ソ

フ
ト

を
利

用
す

る
仲

間
や

時
間

，
場

面
な

ど
を

工
夫

し
て

効
果

的
に

学
ぶ

代
替

補
助

共
有

増
幅

省
察

変
革

自
動

化
，

能
率

化
の

た
め

に
活

用

生
身

の
人

で
は

処
理

で
き

な
い

の
で

活
用

蓄
積

・
交

換
の

特
徴

を
活

か
し

た
活

用

知
的

活
動

の
増

幅
器

と
し

て
自

覚
的

に
活

用

目
的

の
成

果
を

高
め

る
た

め
に

選
択

的
に

活
用

学
習

や
生

活
の

ス
タ

イ
ル

を
変

革
す

る
た

め
に

活
用

1
2

3
4

5
6

便
利

な
道

具
(A

u
to

m
at

io
n

)
成

長
の

道
具

(S
el

f D
ev

el
o

p
m

en
t)
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